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「京都大学サマーデザインスクール」は 2011 年の東日本大震災を機に開始され、今回、6 回

目を迎えます。京都大学の枠を越えて産業界や自治体から、様々な分野の専門家や学生が集ま

る大きなイベントに成長しました。6 回目となる今回は約 350 名が 37 テーマに取り組む、過去

最大規模のイベントとなります。博士課程教育リーディングプログラムである「京都大学デザ

イン学大学院連携プログラム」（通称、「京都大学デザインスクール」）と「デザインイノベーシ

ョンコンソーシアム」が主催団体となり、大学の教員・学生だけではなく、コンソーシアム所

属の企業や自治体からも多数のテーマが実施され、文字通りの産学官連携の場となります。 

ワークショップは 9 月 7 日(水)～9 日(金)に京都リサーチパークで開催します。 

※詳細：http://www.design.kyoto-u.ac.jp/sds2016/ 

 

現代社会では諸問題が互いに影響を与え合い、単一の専門領域の力だけでは解決できなくなっ

ています。このような社会的要請を背景に、京都大学デザインスクールでは、異なる分野の専門

家との協働によって「社会のシステムやアーキテクチャ」をデザインできる博士人材を育成して

います。また産業界や行政との連携を強めるべく、「デザインイノベーションコンソーシアム」

（http://designinnovation.jp/）も設立しています。 

 

 今回のサマーデザインスクールは、デザインイノベーションコンソーシアムを中心に、産業界

や自治体からのテーマが過去最多の 15 件に増えて、文字通りの産学官連携の場となりました。産

官が持つ社会の実問題や実践力と、学生の創造力や専門性が交わることで、実施者と参加者の相

互学習の場が生まれています。また今年は、伝統文化とマンガ、アニメ、ゲームといった新しい

文化が共存している京都の地にちなみ、推奨テーマを「文化」に設定し、文化に関するテーマが

22 件実施されます。折からの文化庁の京都移転も決まり、タイムリーな企画となりました。また

今回初めて京都府もテーマを実施します。さらに、国内だけでなく、ミラノ工科大学からもテー

マが提案されるなど、英語で参加できるテーマが 9 件となり、本スクールの国際化が進んでいま

す。最終日には、これらの 37 テーマの成果の中から、実施者と参加者の投票による優秀賞に加え

て、今年は京都府知事賞、京都市長賞が選定されます。 

 

9 月 7 日から始まるワークショップでは、関西だけでなく、関東や東北、沖縄など全国から 350

名程度の学生や社会人が京都リサーチパークの会場に集まり、37 テーマに分かれて 3 日間のワー

クに取り組みます。 

  



■実施テーマ一覧 

テーマ名 実施者（代表） 

01 聴く「京都」、聴かせる「京都」 小山 純太 京都大学情報学研究科 
（デザイン学本科生） 

京大学生 

02 愛着のサステナビリティ  
〜京都市内の廃村をフィールドに〜 

阿部 将和 京都大学情報学研究科 
（デザイン学本科生） 

京大学生 

03 「デジタルで温故知新」 
〜新たな京都の観光を創造する〜 

増山 晶 電通 コンソーシアム

04 外国人が求めている「日本食」とは？ 
ー日本食のグローバル化に向けてー 

鈴木 智子 京都大学経営管理大学院 京大 

05 企業価値向上のための文化財の活用方法を考える 磯崎 彦次郎 野村総合研究所 コンソーシアム

06 IoT 時代の「新・食文化創造」 榊原 瑞穂 パナソニック コンソーシアム

07 手間をかけさせてくれるキッチン 
（不便な家電は文化の匂い） 

川上 浩司 京都大学デザイン学ユニット 京大 

08 日本人の「素」のデザイン〜俳句のように自分の主観
を差し挟まないデザイン〜 

引間 孝典 三菱電機 コンソーシアム

09 個人主義でもいいじゃない 高橋 雄介 京都大学教育学研究科 京大 

10 目的地訪問型では出会えない都市文化の発見・気づき
をもたらす方法とは？ー日本庭園を事例としてー 

三浦 研 京都大学工学研究科 京大 

11 ジュガード・イノベーションに学ぶ、身近で Frugal
な商品企画 

川上 浩司 京都大学デザイン学ユニット 京大 

12 体験の記憶をつくる：博物館をフィールドにして 楠見 孝 京都大学教育学研究科 京大 

13 外国人と共生する街〜2025 年の京都を考える 鈴木 麻美子 日本総合研究所 コンソーシアム

14 チャリ禁止令！あなたならどうする？ 平岡 敏洋 京都大学情報学研究科 京大 

15 京都のまちの災害文化をデザインする 畑山 満則 京都大学防災研究所／情報学研究科 京大 

16 外国人のおもてなしをする接客業におけるサービス
デザイン 

渡辺 昌洋 NTTサービスエボリューション研究所 コンソーシアム

17 Love and Death as Cultural Challenge Alessandro 
Biamonti 

Politecnico di Milano その他の大学 

18 和文化で育まれた生活用具を今日のアイテムとして
デザインするーフィジカル・プロトタイピングの実践
を通してー 

塚田 章 京都市立芸術大学 その他の大学 

19 言語が違っても世界が同じに見えるわけ 石田 亨 京都大学情報学研究科 京大 

20 文化都市京都のデータ de デザイン！ 佐藤 彰洋 京都大学情報学研究科 京大 

21 差の湯の会〜お茶室で語る科学〜 森 幹彦 京都大学学術情報メディアセンター 京大 

22 天才？！芸術家を生み出す文化政策 山本 麻友美 京都芸術センター コンソーシアム

23 西陣をアート＆クラフトで再生する！ 
〜デンマークの知見と経験を活かして〜 

岸田 秀紀 京都府 コンソーシアム

24 すべての子どもたちのためのプログラミング，批判
的・創造的に考えよう 

喜多 一 京都大学国際高等教育院 京大 

25 正しいデザインの発注の仕方 釼持 祐介 丹青社 コンソーシアム

26 楽しい監視社会 大島 裕明 京都大学情報研究科 京大 

27 これからの多様な住まい方について 金田 健作 パナソニック コンソーシアム

28 「やる気」コントロールの方法を考える 福田 卿也 博報堂 コンソーシアム

29 「測って，分かって，育てる」ための QOL 評価を考え
る 

椹木 哲夫 京都大学工学研究科 京大 

30 データサイエンティストの役割発見 佐藤 彰洋 京都大学情報学研究科 京大 

31 リアルタイムな観察記録表現伝達のクロニクル 中小路 久美代 京都大学デザイン学ユニット 京大 

32 流行の IoT 技術で「こんなことできたら楽しいな」を
考えてみよう 

戸谷 昌弘 住友電気工業 コンソーシアム

33 京都の中小企業の魅力発信〜企業の魅力を見て，感じ
て，それをカタチにする〜 

小森 和幸 京都市 コンソーシアム

34 地面について 北 雄介 京都大学デザイン学ユニット 京大 

35 小学校をリデザインする〜京都だからこその学びの
場とは？〜 

小山 誠之 パワープレイス その他の企業 

36 休眠医療系人材に対する働き方提案に基づく求人広
告のデザイン 

粂 直人 京都大学医学研究科 京大 

37 「阿吽の呼吸」で空気を読む対話キッチンとは 山上 勝義 パナソニック コンソーシアム

 

※テーマ実施者数 合計 141 名 

※テーマ内訳  ・推奨テーマ「文化」（No.1～22）、自由提案テーマ（No.23～37） 

・京大教員 18、京大学生 2、京都市立芸大 1、その他大学 1 

・コンソーシアム企業 11、その他企業 1、京都府 1、京都市 2 



■テーマ参加者 

・約 200 名（8 月 21 日現在） 

・内訳：京大生（学部生・院生）79 名、全国の他大学生 76 名、企業・行政・大学教員 45 名 

 

■会場 

京都リサーチパーク１号館 アトリウムおよびサイエンスホール 

（京都市下京区中堂寺南町 134） 

 

 

■スケジュール 

2016 年 9 月 7 日(水)～9 日(金) 毎日 9:00-18:00 

1 日目午前～3 日目午前はグループワーク（左写真）を行ない、3 日目午後はポスター形式によ

るプレゼンテーション（右写真）を行ないます。 

  

  



■主催・共催団体 

［主催］ 

京都大学 デザイン学大学院連携プログラム 

京都大学大学院 情報学研究科 

京都大学 経営管理大学院 

デザインイノベーションコンソーシアム 

［共催］ 

京都大学大学院 工学研究科 

京都大学大学院 教育学研究科 

京都大学 学術情報メディアセンター 

京都市立芸術大学 美術学部・美術研究科 

京都工芸繊維大学 工芸科学研究科 

 

■取材について 

・当日のイベントの様子を是非取材ください 

・3 日間の日程のうち、1 日だけの取材でも問題ありません 

・取材の日時、内容などについては、必ず事前にご相談ください 

 

■本件に関する連絡先 

村上 陽平 

京都大学サマーデザインスクール 2016 実行委員長 

／京都大学学際融合教育研究推進センターデザイン学ユニット 特定准教授 

tel : 075-874-2963 

mail : info-sds2016@design.kyoto-u.ac.jp （サマーデザインスクール 2016 事務局） 


